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１．はじめに

近年，画像処理技術は，目覚ましい発展を遂げ，医

療分野，工場の生産ラインにおける検査・監視，天体

観測，指紋や顔画像による個人認識など様々な分野に

おいて応用されている[1,2]・

実際，パーソナルレベルで画像処理に関する研究を

行なう際,画像処理支援システムの導入が必要となる。

特に，画像データを取得するには，取得環境に応じた

システムを構築していく必要がある。

そこで我々は，システムの汎用性を追求し，ネット

ワークを介した分散画像処理環境の構築を行った[3]ｏ

これは,コンポジットのビデオ信号をディジタル化し，

メモリに格納する画像取得部と，画像データを各種処

理する画像処理部に分けられる。画像取得部はパソコ

ンとビデオ入力回路との'/ｏインタフェースで構成

され，画像処理部はワークステーション（ＷＳ）であ

る。パソコンとｗｓは，イーサネットを介し接続さ

れている。ｗｓからみてパソコンは，画像取得のため

の単なるインタフェースとして動作することになる。

以上の構成によりパソコンとｗｓに機能を分散化

し，高速，大容量及びユーザフレンドリな画像処理環
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境を構築できた。

またＷＳ上で動作する画像処理ソフトウェアシス

テムは，画像変換，２値化，細線化,論理演算，アフイ

ン変換，図形の融合，ヒストグラム表示，ヒストリー

表示，切出し機能，モザイク機能などの処理機能を備

えている。

本画像処理システムは，Windowを用いたため，初

心者でも容易に操作でき，高速，大容量に対応した画

像処理システムが完成した。

本論文では，これら分散画像処理環境について，そ

の内容を報告する。

２．ネットワークを介した分散画像処理シス

テム

２．１システムの全体構成

本システムの全体構成を図１に示す。イーサネット

を介して，パソコンとワークステーション（ＷＳ）と

のネットワーク化を図る。その結果，パソコンで取得

した画像データが瞬時にＷＳに転送でき，その後の

各種処理がＷＳ上で容易に行えるようになった。ネッ

トワーク化にはネットワークファイルシステム

（NFS）を利用している。
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ト×８bit＝64Ｋbyte）を取り込む。デイジタル化さ

れる信号は，ビデオ信号の輝度信号成分であって，

Ａ－Ｄ変換を行う前に色信号成分はカットされてい

る。

本システムの入力はビデオ信号に統一され，ビデオ

カメラ，ＴＶなどあらゆる映像機器から入力できるよ

うになっている。

図３にビデオ入力回路のブロック図を示す。

PC-9801とタイミング発生回路で相互に制御信号を

送ることにより，ビデオ信号をＡ－Ｄ変換し，メモリ

に格納する。クランプ回路は，Ａ－Ｄ変換に適した信

号に加工し，さらにコンポジット信号の中から輝度信

号成分のみを取り出す。マイクロ・インダクタ（L）

及びセラミック・コンデンサ(C)を使用してサブキャ

リア除去フィルタを構成し，ビデオ信号中の色信号

（3.58ＭHz）をカットする。今回使用したＬＣの値

は式(1)によって決定し,Ｌ＝20〃Ｈ,Ｃ＝lOOpFとした。

図２にＮＦＳの概要を示す。ＮＦＳとは，ネットワー

ク環境下で複数のマシンが同一のファイルシステムを

共有する機構のことでＳｕｎマイクロシステムズ社で

開発されSunOSに適用されたものである。またＮＦＳ

は，他のマシンのファイルシステムの一部を自分のマ

シン上にマウントする機能を提供する。

このＮＦＳの一部分を取り入れたPC-NFSという

ネットワークシステムを利用してパソコンとＷＳと

の画像ファイルの共有を実現した｡図２に示すように，

パソコンのＧドライブとＷＳの／home/gdataディレ

クトリは，同一のものとなる。ＷＳから見れば，ビデ

オ入力回路とパソコンは一つのブラックボックスとな

り，あたかもＷＳに直接画像が取り込まれるような

動作となる。

２．２画像取得部

２．２．１画像取得部の構成

図１の全体構成のうち,画像取得部について述べる。

本システムでは，ビデオ信号を入力とし，パソコン

（PC-9801）側から取り込み指令があったならば，

１フレーム分の画像データ（横320ドット×縦200ドッ
LC＝（２%fc)'=L96×10~15s‘
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同期分離回路にビデオ信号を入力すると，水平同期

信号，垂直同期信号，フィールド識別信号がＴＴＬ出

力で得られる。タイミング発生回路は，ビデオ信号を

Ａ－Ｄ変換し，メモリに格納する制御を行なう。Ａ－Ｄ

変換部では，全並列型，分解能８ビット，最大２０

ＭＨｚサンプリングが可能であるＡ－Ｄコンバータモ

ンジュールを用いている。メモリは２５６ｋbitの

S-RAM（スタティックラム）を２つ用いた。このメ

モリに６４Ｋbyteの画像１枚分が一時的に格納され，

パソコンからの命令によってパソコン及びＷＳに転

送される。

図１に示した構成で，ディジタル化された画像デー

タをパソコンに転送し，６４Ｋbyteのファイルとして

保存するためのプログラムを作成した。

ビデオ信号からの画面データの取り込み範囲を図４

に示す。画面データ取り込みでは，水平同期信号を３２

パルスやり過ごした後に，水平同期信号200パルスに

ついてデータを取り込む。横方向のデータは，最初に

10.4/xｓ（64サンプルパルス）待ってから，各水平同

期信号毎に，３２０ドットのデータを取り込む。サンプ

リングレートは6.144ＭＨｚとした。よって，各水平

同期信号毎に，３２０ドット×１６３，s＝52.1〃ｓの変換時
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図２．パソコンとワークステーションとのネットワー

ク化
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図１．分散画像処理環境の全体構成
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ワークステーション（ＷＳ）上で動作する画像処理

プログラムを用いる利点として以下のようなことが挙

げられる。

間となる。１画面の取り込みに要する時間は，６３．５/ａ

ｓ/ライン×232ライン＝14.7,ｓとなる。

制御信号

図３．ビデオ入力回路のブロック図
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PC-9801

１.マルチタスク，マルチウインドウ機能を用いて，

処理の高速化，多重化が可能

２.ＷＳの強力なネットワーク機能を用いて，処理の

分散化が図れ，リアルタイム的な操作が可能

３.ウインドウやマウスを扱う関数を持っており，

ウインドウを開くことやメニューボタンを作るこ

とが比較的容易にできる。

３．２画像処理項目

本画像処理プログラムには表１のような処理項目が準

備されている。

以上のように，市販の画像処理システムに劣らない

機能を有するシステムを構築できた。ＴＩＡＳ(ＴＶＩｍ‐

ageAnalyzingSystem）モードを選択することによ

り，ビデオカメラからの画像を，ディジタル化し，

ＷＳ上に表示することができる。

３．３画像処理例

３．２節で述べた処理項目の中から主な画像処理の

例を以下に示す。

図６にここで用いた原画像を示す。以下の処理例は

この原画像に各処理を施すものとする。

図７はヒストグラムを表示したものである。

図８はラプラシアンフィルタを用いて画像強調処理

を行ったものである。

図９はソーベルフィルタを用いてエッジを検出した

例である。
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ビデオ信号の第１フィールド

図４．ビデオ信号からの画面データの取り込み範囲
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図５．画像処理システムの画面構成
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3．Windowを用いた画像処理システム

３．１概要

本画像処理システムはＳＵＮのＯｐｅｎWindowシス

テムを用い，画像をウインドウ上にIこ表示し，マウス

でウインドウに設けられた処理ボタンを押すことに

よって，画像の読み込み，保存，処理などを行う。本

システムの画面構成図を図５に示す。

１つの画像を表示するのに横320ドット縦200ドット

あるいは，横１６０ドット横lOOドットを要する。ｌ画面

上に９画像十６画像の計15画像を一度に表示すること

ができるので,処理前後の画像や,他の処理との比較・

検討が容易にできる。

ファイル名入力以外はフルマウスで操作することが

できる。扱える画像は，256階調のグレースケールで

ある。開発言語としてＣ言語を使用しており，機能

の追加や改良が容易にできる。メインメニューには２５

種類の処理項目が設けられており，サブメニューも合

わせると約65種類もの処理などが可能となる。

イン

｢ン

３２０ドット／ライン×２００ライン×８ビット

＝６４０００ドット×８ビット

＝６４０００バイト

戸Ｓ

う０ドット



図９．ソーベルフィルタによるエッジ検川の例
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閃７．原lTili像のヒストグラム

表１．主なimi像処理項Ｈの一随

４．おわりに

我々が椛築を進めている分散画像処理環境につい

て，その内容を報告した。ネットワークを介した画像

取得環境を椛築することを月的とし，パソコンとワー

クステーション（ＷＳ）をイーサネットでネットワー

ク化した。その結果，パソコンで取得した11W像をＷＳ

に転送する煩雑なプロセスを行うことなく，ＷＳに凹

像データを転送することに成功した。これによってパ

ソコンからｗｓへの而像転送が大'冊に簡略化され，

その後の画像処叫が'11滑にできるようになった｡また，

パソコン上で開発した阿像処理システムを発鵬させ，

ＷＳ上のWindowシステムを附いて，より尚速かつ

大容量なⅢi像処理システムを構築することができた｡

今後は，本画像処理システムを用いて人物の顔画像

より，個人を識別する研究を行ってゆく予定である。

図８．ラプラシアン強調後の画像
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閃６．原画像
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処理内容

コントラスト強訓

ラプラシアン強調（４近傍〉

ラプラシアン強調〔８近傍〉

画像デーータの雷ビー

２値化

ヒスI､グラムの表示

MIinc変換

平滑化

pixGl間の論理演算

ユッジ検出

固定しきい値法によ為２値化

動的しきい値法による２値化

デイ･ザ法ＩＦ.よる２値化

誤差配分法ＩＦ.よる２値化

平均誤差最小法に‘kる２値化

平均値制限法

パソヨンからの画像の取り込み

６４ｋｂｖｔｅによるセーブ

６４ｋｂｖｔｅの画像デーータのロー‐ド

画像の反転

阿像の消去

処理のとストリーを見る

範囲指

プログラムを終了（画面消去〉
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